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やるべきことはやり、やりたいこともやった！この実習の学びをどう活かす？

基礎看護学講座「国際看護実習」科目担当　宮越幸代

本年度のサモア国立大学と本学の大学間交流協定に基づく学生交流事業 と国際看護実習は、４ 名の履修生と

教員 ２名の参加によりサモアで実施され､ました。学生 ３名が初めての海外体験でしたが、未知のことに果敢に

挑戦する姿に教員も奮起させられ、今年も無事に実習を終了することができ ました。渡航年度にこのよ うな報

告 書を編集したり、鈴風祭で成果報告会をしたのは、初めてとなりました。

今年度は本当残念なことに、今まで両校の絆の「要」として尽力くださったエセタ･ホープ応用科学学部長お

よびフリジア･アイアバオ前学部長のご逝去とい う２つの悲報に接しました。実習では、大きな悲しみとともに、

これまでの実習の受入整備を進めてくださった大きな存在の喪失を痛感せざるを得ない 実態に も遭遇しました。

現地との意思疎通もこれまで通りとはい かない ままに出発しましたので、現地では真っ先に日程の再調整が必

要となり、予定していた重要なスケジュールを一部変更することになりました。ＮＵＳから急遽提案され、少々

戸惑 う企画もありましたが、要するにそれこそ が異文化での学び、次には何が起こるかなと期待するくらいの

余裕を持てばよいのだと思うよ うにしました。綿密に予定しても何が起こるかはわからない、そしてサモアに

行ったらサモアの人たちに従 うべき。「ここはサモア」なのです。エセタ先生やフリジア先生は何度か日本を訪

ね、日本の時間厳守･約束厳守の文化－それを崩されることに対する 日本人の戸惑いを含めてーをよぐご存知で

あったのだな、とこれまでのご配慮への感謝の念を新たにしています。

ところで、サモアでの臨地実習は都会でも地方でも、知り合いの看護職が各地でthe ｍｏｓt ｗｅｌｃｏｍｅで受け

入れて下さいます。そのほかにもサモアは自然が美しく、伝統的な慣習や 文化を興味深く楽しめる国です。 と

はいえ、実習期間 も予算も限られています。しかも、ＮＵＳからいつどのような提案が来るかはわからない・‥

科目担当としては 「体験できれば理想的だけど、 体力や安全面を考えると、あまり無理はさせたくない」と言

うのが本音です。しかし、学生たちは徐々に不意な予定変更に動揺しなくなり、自分たちに任された意思決定

や作業･記録提出の細やかな期限を厳守し、捻出した時間でサモアの伝統や 文化を楽しみ、現地の友達をつくる

までに至りました。 帰国前には、日焼けした肌に黒い髪、黒い瞳、ビビッドな伝統的衣装とハイビスカスの髪

飾りが似合 う、素敵な 「モアナ」が４人（､6人？）も誕生じ 匸いました。

しかし、､いつまで もヒロイン気分で浮 かれてはいられ ません。帰国した後、すぐに取り組むべきは報告会 と

領域実習の準備です。自ら履修を決めた実習機会を存分に楽しみ､ やるべきことはやり、やりたいこともやる！

と行動できた成果は 、その後、学生たちの学生生活にど う還元されているでしょうか。ど うか皆 様、学生のそ

の後の学習の発展を見守り、必要なご支援を賜りますよ うお願い申し上げます。サモアに大きな忘れ物をして

きてしまった、とい うことはないでしょうか？

今年度の履修生は、今までの12 年間の既卒実習生、前任そしてＮＵＳとの良好な関係に尽力くださった先生

方、このたびの実習を見守って下さった本学の教職員のす べてを代表し、サモア現地のエセ タ先生そしてフリ

ジア先生のご自宅へ墓参致しました。先輩から受け継がれ､た絆を次々とつないで下さる履修生を、科目担当と

して今後も全力で応援いたします、今年も国際看護実習の実施にご理解とご協力をいただきまして、大変あ り

が とうございました。

平成29 年３月31 日

NUS 学長に寄贈した「2014 年国際看護実習（渡航年）」の最終日の写真

（前から２列目中心がエセタ学部長）
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2016  ( 平 成28 ） 年 度　 国 際 看 護 実 習 （サ モ ア 渡 航 年 ） 実 習 概 要

１． 実習目的

異文化背景を持つ対象への看護ケアの廁 共や。異文化背景を持つ看護者との協働を通して、サモアの社会システムや

文化背景、看護について日本との違いを対比し、国内外で国際看護を実践するための基本となる姿勢および考え方を身

につける。

２． 実習目標

１）サモアの病院において看S揃iが実践する活動を「プライマリ ーヘルス・ケアの活動項目と原則」や「ミレニアム開発

目標」の各ターゲットにあてはめて、具体的に説明できる。

２）　 実習で視察したり、体験した活動をもとに、サモアの看§勁iliや医療関連の職種の方々と協働する場面を想定し、異

なる文化的な背景を持つ看護職者同士がよりよく協働するための条件と方法について、考えたことを説明できる。

３）実習全体を通して理解したことを振り返り、サモアの文化や社会システムがどのように国民の健康に影響を及ぼし何

が看護上の課頴となっているのか、日本との違いから考察し、具体的に説明できる。

４）日本の文化や医療、サモア現地で学んだことを英語で表現するプレゼンテーションを作成し、その実施状況や対象の

反応から、自分が表現する内容への理解および表現方法について客観的に評価できる。

５） 実習目的および各自が事前に設定した実習目標への各自の取り組みや達成状況を振り返り、自分に身に付いた力と今

後、自分に必要な努力と支援について客観的に考察できる。

６）この実習の経験を自分の将来的な人生や職業的なキャリアにおいて活かす方法について、自分の考えを整理し、説明

できる。

３．履修生（合計４名）

熊谷 里奈（くまがい　りな）谷口　夏美（たにぐち　なつみ）塚田 佳奈子（つかだ かなこ）丸谷 由紀（まるたに ゆき）

４．実習スケジュール

卜数 日程
■　 ■　　r　　 ¶　　　　　･-　 ¶　- ¶　　　　　　　　 〃　　J 皿 ＝-　 －

行 動
㎜-'''W　　　 －'　　 －

宿 泊

０ 8/1 (月） 7 Ji 31「|（目）18:30 成川空港出悋一NZ 恥糾卜20:25 アビア（サモア）到箝
アビア,十内民宿

２泊１ 8/2 C火）
10 : 00 酊ザモyll本舒鎖しJICA サモア叉所・サモア国尨人学友

午後：川刎鵑缸辻びNational Health Seivices (NHS)訪閥，

２ 8/3（水）

7:00 出狢（村落地方に移動：ラロマヌ病院）

11 : 00到 胙・実習①日川オリエンテーション・苻護活動視察 等

17 : 00～19:00 民宿チェックイン、カンファレンス・実習準備

ラロマヌ病院近二く

の地方民宿

２泊
３ 8/4 (木）

9:00 ～14 : 00 実習②日日

17 : 00～19 : 00 カンフアレンスり 己μ1

４ 8/5 (金）
9:00 ～14 : 00　実習③｢ 川

15 : 00～17 : 00 アビアに移動、カンファレンス・NUS 企画参加

アビア巾内民宿

Ｕ自

５ 8/6 囗l）
6:00 : サバイイ島への移動（フェリー鼎船）゛

10:00～現丿也打ち介わせ
サバイイ島民宿

２泊
６ 8/7 (日） 午前：教公ミサ･ランチミーティング　午餃：実習準面

７ 8/8（月）

午 前　:　Tuasivi　　病 院 院察 、Integrated　Community　Health　Nursing

Services(ICHNS) Teamの活動に参加、俔察ヤ

16:00 : アビアペノ)移動( フェリー丱船)

アビア押 悦 宿

４泊

８ 泗 （火）
午前：カンマｙレンズ･IU もlk

午餃：尖習成瀬報町会準備

９ 8/10（水）
午前： 実習成果報が会準瞳

午後：同上 エセタ前学部長宅訪問・墓参（夕食）

10 8/n （木）
午前：実習成恥報杵会準備（リハーサル）

午後:NCN 学生による目本文fﾋi昌介・実習成果報告会実施

11 8/12 (金）
白由時間、flミサモア囗本利妲rいJSCA サモア支面斟L報告訪問

午後：出国準朧　　18:00　空港へ移動　21:25　アピア空港発NZ997
＊12 日（土）は夜間出

発のため乗継まで２泊12 8/13（上）
→00 : 35 オー-クラント到着（フライト4h10m)

実習のまとめ → ８月14 日（日）16:50成田空港着

13 8/14 (日） 08:45オークランド発NZ09& →16 : 50成田到着(11h05m)⇒駒ヶ根へ
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゜Talofa! 1'm Rina  AoA Ｉ″ｍ the shortest in this member 卜｡

I want to,  meet you soon and then please teach me fa'asamoa!

|'m looking forward to wearing lava  lava with e ｖｅ!ryone. 
△

・　　丶　■　・　,

Hello,everyone! My name ｉs natsumi 』Please call me natsu!

“natsu"means summer,  and “mi"means beauty.  So,I'm beautiful in sｕｍｍｅr!

I tike t０ look out at the sea. I hear Samoa sea Is emerald green and beautiful!

|'m looking forward to took out the sea of Samoa,and meet everyone!!

￥　　　　　一　ﾐw-~　■■-･¶■■■　　　　　　　　－

Ｈ旧'ｍ Kanako･ This time, l want to learn a 10t of things in Samoa

And ｌ″m looking forward to seeing everyone.

Hello! |'m Yuki Marutani.  I like to eat and l'ｍ interested in

food-culture in  Samoa. l can't wait to see you guys!

Draft schedule in August

1st Mon.　 Ａ｢rive in Apia airport at 20:25 (NZ997)

2“d　　　　Pay a courtesy call NUS, Meeting and Confirming

practicum schedule. Meet with practicum members

(NUS and NCN)

3㎡-11 St　　Let″s plan! Pending schedule:Depend on arrangement by

NUS and NCN

Feedback Presentation about this practicum

■
㎜-.

j2 ”‘i Fri. Leave for  Apia aiφort at 21:25(NZ099)

2



ラロマヌ病院実習

実習3日目～4日目の2日間、サモアの村落地方にあるラロマヌ病院で実習を行いました。　ラロ

マヌ病院では、病院周辺に暮らす約9000人を対象としています。医師は首都アピアから週に1度
ラロマヌ病院へ来ます。
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１日目は、主に病院見学を行い、リマ看護師長から地域にお

けるラロマヌ病院の機能についてお話を聞いたり、外来での業

務の様子やカルテなどを見させてもらいました。一般的にサモ

アにおける看護師の医行為の実施範囲の実際は、日本と比べ

て医師に近いです。こういった背景が、看護師一人ひとりに求

められる業務の多さに繋がっていると考えられます。実際、ラ

ロマヌ病院では、看護師が外来での傷の処置から、薬剤の管

理や記録･発注、在宅への訪問、病院の清掃までを行っている

そうですＯ

くEIE） 哘 亂 孥 ｈ 旁 ノ ｀

２日目は、病院見学の後管轄地区内の往診へ行きました。この日　 … ………：　
、１　　　１

はリウ助産師が都市部から来ており、リウ助産師からもお話を伺う　　llsr?!　:

ことができました。また病院見学では、この時期にちょうど設置され　 ぺ=　　７ １　　　７

たオートクレーブを見せてくださいました。水道水は水質の関係で　 ……゙ '‥‥‥‥
‥　　 ‥｡､Ｊ

利用できないためオートクレーブに使われる水は都市から運び込

む必要がありますが、以前は使用済の物品自体を都市まで運び滅

菌していたため、このオートクレーブの導入にリマ看護師長はとて
も嬉しそうでした。

Ｆ
Ｉ

－

爿
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μ
………

冫

し

枩
た
Ｔ

私たちもリマ看護師長の
訪問看護に同行しお手
伝いをしてきました！

往診先では水道水
は使用できず海水
を使って傷の処置

をすることも!!

弘

一

日本では創傷の処置は湿潤療法が一般的ですが、

ラロマヌ病院の看護師は在宅訪問に同行させてもらっ

た時に、クロルヘキソジンという消毒液で傷を洗浄した

後、生理食塩水に浸したガーゼを当て、包帯を巻くとい

う乾燥療法が用いられていました。しかしこの方法だと、

時間が経つにつれ傷口が乾燥するため、包帯を交換

する頃には、ガーゼは傷口にくっついてしまいます。そ

れを取るために、看護師は患者とその家族に、傷口を

海水に浸し、ガーゼをはがしやすくするように指導して

いました。また傷口に密着したガーゼを取るのに、海

水とともにバブルも用いているようでした。

これらはサモアの限られた資源、コスト負担の面で住

民自身が利用しうる範囲の技術であり、地域資源の有

効活用でもあると考えられます。

３



ツアシビ病院実習

実習8日目にはサバイイ島でのメイン病院である、ツアシビ病院で実習を行いました。

緊急救命室や検査室などがあり、サバイイ島内で唯一一医師が常勤している病院です。
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小学校でのワクチン接種と訪問看護

婦人科病棟では助産師のラガさんとロゴさん親子からサモアでの

ファミリープランについてお話を聞きました。サモアにおけるファミリー

プランの目的は。個人やカップルが子供を産む間隔やタイミングを調

整するためのものです。ファミリープランにはＮＨＳが定めたガイドライ

ンがあるようです。このお話を聞いて私たちは、日本での避妊方法の

選択の違いやファミリープランの背景についても考える機会を持つこ

とができました。また、伝統的産婆(ＴＢＡ)と病院 の連携についても聞

くことができました。病院で出生しなかった子供でも、ＴＢＡからの連絡

により出生が登録されることがわかりました。

ワクチン未接種の子供をカルテから探し、学校訪問に

より接種していきます。学校との打ち合わせもなしにい

きなりの注射訪問でしたが子供たちは怖がることなく、

名前を呼ばれたら元気に返事をして予防接種を受けて

いました。注射部位をアルコール消毒をせずにいきなり

注射し、乾いた綿で剌入部位を抑えていました。自分た

ちが学校で習った注射の手順とは違うところもありまし

た。日本とは異なる物資の利用の仕方や保有物資の状

況を考えることができました。

こ
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左の写真の親子はツアシビ病院での訪問看護移

動中に見つけました。母子手帳を所持しておりその

記録を見て、まだ未接種のワクチンをその場で接種

しました。子供の成長の様子も確認しました。･予 防接

種 の呼びかけは行われているものの、未接種となっ

てしまう子供も少なくないようです。

サモアの母子手帳には妊娠期のことを書く欄が無

く、出生後の子どものことを書く欄から始まっていま

す。ここでも日本との違いを感じることができました。

４



実習 外エピソード

一一一 一 一一 一－－
ウポル島編

サモアにいる間、幸運にもサモアンダ

ンスのショーを見ることができました。楽

しげな南国の音楽とリズムに乗って若

い男性と女性がサモアの伝統的なダン

スを披露してくれました。その中で火の

ついた木の棒を激し< 操るファイヤ ーダ

ンスを見ることもできました。とてもスリ

ルがあってパラパラして楽しかったです。

そこには私たち日本人の他にイタリア

や、ニュージーランド、オーストラリア等

から来たたくさんの外国人観光客もい

ました。彼らと一緒 に夕 食を 食べて

ショーをみながらたくさんのコミュニケー

ションをとって楽しむこともできました。

ファイヤーダンスが終わると、ダンサー－

も客もみんなで一緒にサモアのダンス

を踊り、サモアの文化を経験して楽しむ

ことができました。

L

廴慚

‘'刄
入国 直 後から一

緒だったみんなとは、

出 国直前まで一一緒

が６虹謦光町
ヘー緒に行くことは

なかっだけれど、私

たちにとって大きな

存在です。

NUS 看護学生とのダンス

NUS から看 護学 部の

ダンスパーティーに招

待されました。卒業生

も参加しており、この会

場で前年度留学生のノ

アさんとアモさんにも会

うことができました。普

段踊る習慣がない私た

ちにとって、ダンスは難

しかった…

○ ○

／

会場内でタロいもチップスの歩き売り

がありました。初めてここで食べた！

５

Sﾚご4 ﾀﾞ

ＮＵＳでのプレゼン

=テーションの 後、街

j へ 買 い 物 へ 行くと

| 彼らに 会いました。

’私たち のプレゼン

ノを聞いてくれていた

’ＮＵＳの学生です。

そしてこの箱↑自分が気に入っ

たチームのダンスに対し出資しま

す。発表チームが変わるごとにこ

の箱は空になって出されます。こ

れも初めての経験でした。
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実習外エピソード
ー 一一一 －サバイイ島編

実習6 日目にはフェリーに乗りサバイイ島へ移動し

ました。サバイイ島はサモアの首都アピアのあるウ

ポル島からはフェリーで約1 時間かかり、美しい海や

山などの 自然に囲まれた島です。本学へ交換留学

で来学経験もあるヘンリーさんがサバイイ島の様々

な場所へ案内をしてくれました。中でも印象に残って

い るの は 、ア 囗ファアガ の 潮 吹き 穴(Aloffaaga

Blowholes)です。島 の南 側ほぼ中央にあるタガの海

岸で見られる、世界的に知られている自然現象で、

黒い溶岩で被われた海岸の、波に浸食された穴に

打ち寄せる大波が、岩の隙間から空に向かって数

10メートルの豪 快な水柱を立てます。その迫力は圧

倒的で、雄大な自然の美しさにとても心を奪われま

した。ヘンリーさんがその場で割ってくれたココナッツ

ジュースを飲みながら見るその景色もまた特別なも

のでした。

７日目には天候に恵まれたため、海に入ることが

できました。海はエメラルドグリーンをしていて、水

中眼鏡を付けて潜ると浅瀬でもたくさんの魚が泳

いでいました。ナマコもたくさんいました。波に揺ら

れてフカフカしているのがとても気持ちよかったで

す。海岸にはたくさんの貝殻やサンゴが落ちてい

て時間を忘れて拾い続けていました。気づけば空

が赤< なっていて夕焼けに照らされる海はとてもき

れいでなんとな< 寂しげでした。
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サバイイ島ではサモアの伝統的な建物であ

るフアレに宿泊しました。海岸部に設置された

高床式のビーチフアレでした。収容人数は2 人

と、小さなフアレに宿 泊しました。フアレはすべ

てヤシの木やヤシの葉でつくられています。窓

や扉はありません。自然の風が気持ちよく流

れていきます。波と風の音を聞きながら自然と

一体になってぐっすりと眠ることができました。

海を間近に感じながら生活をするのは初めて

の経験でした。

句



日時

場所

内容

NUS 成果報告会

8月11日(木)12:00 頃から

ＮＵＳ学内のビッグフアレ(サモアの伝統的な建物)

①日本文化のプレゼンテーション

・JAPANESE TOWELS　　　　　　 ―熊谷里奈･塚田佳奈子

・HINAMATURI　　　　　　　　 一谷口夏美･丸谷由紀
②成果報告プレゼンテーション

・FAMILY PLANNING　　　　　　 ‐ 熊谷･谷口･塚田一丸谷

一
．‐″亅

ｉ

・
．
．
。

ｇ

成果報告では｢family planning(家族計画}｣につ

いて発表しました。サモアでは出生率が高いけれ

ど、出産の間隔が短いことが問題としてあります。

これをコントロールする方法の一つに避妊があり

ます。日本ではコンドームを使用することが主流

ですが、サモアではデポプロベラという注射を用

いることが主流です。その理由として長期間病院

に来る必要がないこと、薬(ピル) の 飲み 忘れが

ないこと、男性からの避妊の協力が得られにくい

ということが挙げられることを発表しました。発表

後、ＮＵＳの先生方からよい発表だったと感想をい

ただき、学んだこと、そこから考えたこと正し< 理

解できたと感じました。

７

当日はＮｕsの 学生と先生方の約８０人 が成果

報告会に来てくれました。

｢JAPANESE ＴｏｗELs｣ では。手ぬぐいとおしぼり

について種類と用途が豊富であることを紹介

しました。Ｎｕsの学生はカラフルな手ぬぐいの

画像を見て、きれいだと喜んでいました。また、

Ｎｕsの先生におしぼりをプレゼントすると早速、

その後の昼食前に使用していました。

｢HINAMATURI｣ では、ひな祭りの概要 、これ由

来のひな流し、さらに折り紙でひな飾りが作れ

るJ という紹 介をしました。ＮｃＮの学生の説明

とともに折り紙もしました。Ｎｕsの学生 は途中、

混乱して折る手が止まっていました。改めて、

英語で説明する難しさを実感しました。

発表後にＮＵＳの皆さんから歌やダンス、さらにこ

の写真のように一人ひとりにラバラバのプレゼン

トをいただきました。たくさんの心尽くしに感謝の

気持ちでいっぱいでした。プレゼンを聞いてくれ

た学生たちは私たちと同じ、看護職を目指して勉

強をしています。サモアと日本、遠< 離 れているけ

れど志は同じです。お互いどのような医療者にな

るのでしょうか。

＊家族計画
w9-- 一幗-- 一二髻幗b---4¥qg ■--a 哺呷- ゆ9-W 二-- 一幗 楮一 髻S--¥ 一岬--d

家 族 に と っ て 最 も 適 当 な 数 の

子どもを､ 最も適当な時期､ 間隔で出 産

するように妊娠、分娩に計画性を持たせること
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Hinamatsuri traces its origins to an ancient
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国際看護実習で学んだこと
サモアでの実習で何を考え、何を学びとし、課題をどう捉えたのか？抜粋して紹介させていただきます。

【サモアの看護技術･ 看護ケアから考えたこと】

冫　　 日本では創傷の処置は湿潤療法が一一般的であるが、サモアでは消毒液で傷を洗浄した後、生理食塩

水に浸したガーゼを当て、包帯を巻くという乾燥療法が用いられていた。しかしこの方法だと、時間

が経つにつれ傷口が乾燥するため、包帯を交換する頃には、ガーゼは傷口にくっついてしまう。それ

を取るために、看護師は患者とその家族に、傷口を海水に浸し、ガーゼをはがしやすくするように指

導していた。また傷口に密着したガーゼを取るのに、海水とともにバブルも用いていた。これらはサ

モアの限られた資源、コスト負担の面で住民自身が利用しうる範囲の技術であり、地域資源の有効活

用でもあると考えられる。しかし海水の塩分濃度は3.1% から3. 8%、ヒト生体の塩分濃度は約0.9% で

あり、海水の塩分濃度は生体よりもかなり高い。よって海水を創傷の処置に用いるのは適切性という

面で欠如していると考えられる。また注射の針はバイオハザードの箱へ処分されるが、看護師がリキ

ヤップをしてから捨てている場面も見られた。

冫　　このように異なる文化的背景を持つ看護職が共同する際の対処として、言語の違いに関しては、お

互いに理解しよう、伝えようと努力することが大切であると考えられ･る。ある程度の互いの言語を理

解することも重要である。その上で理解できないことや疑問はすぐに質問すること、質問をしやすい

雰囲気や環境をつくることが大切である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

冫･　 医療技術に関しては、私が知っている日本の処置の方法を押し付けるのではなく、サモアの看護師が

やっている方法を学び、その原理も考える。またサモアの国の使える資源、コスト、宗教や伝統といっ

た文化も考慮して､ 技術水準の向上を図ることのできる技術であると考えられる場合には、海水でガー

ゼを剥がすのではなく、サモアの人々に身近であるココナッツオイルを用いて乾燥を防ぐことを提案

する。その際になぜそれが必要なのかを説明し、納得すること・受け入られるまで時間が掛かることも

考慮する。さらにお互いが看護専門職として尊重しあうことが重要である。　　　　 （履修生A ）

ｙ　　 実習前に自分が強く知りたかったことは、サモアの自然がどのような時に何が使われているかとい

うことだった。在宅看護のニーズが高まっている日本の医療だが、すべての人が発展した医療方法・機

器の利用を求めるのかということに疑問を感じた。大学の講義や学祭の催し物としてアロマセラピー

に触れる機会があり、アロマの素は植物であるということやアロマセラピーやハープが医療現場で用

いられる場面があるということを知ったため、また自分の家族は桃の葉を用いて汗疹をひかせること

があったからである。実際に行ったことはないが聞いたことがあるという民間療法もいくつかある。実

際にサモアではいくつかの植物が用いられていることが分かった。サモアで何人かに同じような質問

をしてみると私か尋ねた全員が、ヌノの葉が冷たいからその集で体を冷やすために使うと言っていた。

掌かそれより少し大きいくらいの葉で暑い気候のサモアでも、そのヌノの葉は本当に冷たかった。私が

知らないだけかもしれないが、少なくとも私の家庭で体の熱をとるために葉っぱは使わない。自分が植

物を用いたことがない症状にもサモアでは利用できるものがあると分かった。外国人移住者が増加し、

将来日本人以外の在宅看護をするかもしれないとき、対象者のほ国ではどのように症状緩和していた

のかその国特有のものを使っていたのかまで考えることができそうなきっかけになったと思う。

冫　　 サモアの訪問看護で看護師は、水道水よりも海水の方がきれいだというようなことを言っていた。こ

れも自然を利用したもので実際にどのようなメリット・デメリットがあるかという二とも大切だが、十

分な資源がない中でも代替物を利用して看護ができるということに私は興味を持てた。今自分はあら

ゆるモノに囲まれて生きているが､ 近い将裝巨大地震が発生するといわれており、自分が看護職として

活動する立場になったと･き、限られた資源をどう生かすことができるのか、何をどう代用できそうなの

かということをこれ｡から学んでみたり考えてみたりしたいと思った。

ｙ　　今回は初めての海外であり日本国内で外国人と接する機会はあったものの、自分とは異なる言語・

文化を持つ人たちにこれほど囲まれ｡て生活したことも初めてだった。自分たちには英語で話してくれ

ても、サモア人どうしではサモア語で話しているため、自分のことなのか、自分が原因で何か問題で

もあったのかと気になることもあった。自分が日本で外国人に見せていた姿がこれだったのだなと気

付いた。少数派の立場になったときの気持ちを忘れずに外国人と接していきたい。　　　（履修生B ）
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【実習で新たに身につけた力とその振り返り】

・自分が少しでも興味があるのならば、

失敗を恐れずに挑戦してみること

・グループメンバーと協力して　･つのも

のを作り上げ、人前で兒衣する度胸がつ

いた

・自に紹介やあいさっなど自分から言い

始めるようになった

・現状に満足せずもっといいものにしよ

）と追究する

・看護師になるた めぴ咄､要址帆|拓ﾉ刈朧挺

だけでは得 られ､ない 他国( 特に 発艇 途 上

国に関する) の情 報哺| 識を学ぶ 二とがで

き世界に目を向けて 行えるようになった

・何かをしたいと思ったときいつも「これをやったらどれも中途半

端に終わってしまうかもしれないから今はやめておいた方がいいか

も」と考えてやらないことが多かった。けれど国際実習の参加を考

えている時「これをやらないであきらめたらこの先ずっと後悔する

かも」と思い、思い切って参加をし七みたら、数えきれないほどの

経験、人との出会いそして新たな発見ができた。やらなければいけ

ない二とが沢山あるのはみんな同じだからその中で自分で時間を作

り、やりたいことを成し遂げること、何を大切にしたいのかを考え

ることが 入りJだと学んだ。

・成果発人ｺﾞ々のプレゼンテーションや国際看護学Ｉでの国際協力の

課題を行･-Jだ時、自分の意見だけではなく相手の意見を取り入れな

がらおyllい満足できるものを作り上げることができた。また、今ま

では緊張しすぎて発表が上手くいかないことが多かったけれど、現

地では楽しむことで緊張しながらも良い発表ができると実感した。

・今までは間違っていたら嫌だなと思い、誰かが言うのを待った

り、任せることが多かった。けれど、実習中自己紹介などの挨拶を

する時、自分が最初にやっていることがあり、自分自身に変化が生

まれたのを感じた。

・日本 文化の紹介プレゼンテーションに関してにりJめに検討してい

た内容を別のものに変更しようと考えたけれどその時、別の課題に

追われて変更するかjか 戸（ いた､凵ﾅ れど| サモアの人が楽しんで開

いてもらうには）と 考えたとき日先の忙しさで変史をあきらめたら

回訓こなって後悔すると思い、思いきって変更したところ、結果的に

現｣也でも変りf後の内容が奸計だい た｡

・授 袰をべどける前に］ﾑ廴リ 。ど1｣ 本の事情しか知らなかったけれ

ど川々爻後からは新闘を読むときも匪界のことにも注目してみるよ

うに/,ンJだ，

(履修生C)

【こ の実 習 の 学 び を 今後 、ど の よ う に 活 か せ そ うか 】

外国人と日本人 との価値観の違いを理解するとい うことに関して今回の経験が生かしていけるようになると

思う。一方的な視点だけでは考え方や捉え方も偏ってしまうが 一一歩引いて様々な視点からの見方ができるとそ

の地の生活の特徴や文化的な背景が見えてきて、そこからその人の考え方や価値観の理解へとつながるとい う

ことを学んだ。　日本においても異なる文化を持つ外国人はたくさんいるし、将来的に協同す ることもあるかも

凵t ない。そ うなったときに組 手の立場に立って扣 丁この気持ちや行動をとらえて受け入れ廠 がらこちらの文化

に適応していくということに生かしていきたいと思 う｡

また､今回は自分のできる限りの力で現地の 人｡卜 匸 ユニケーションをなんとか成し遂げることができたが、

現地 吋 爿||:話になった 人､にお 礼の､言葉を伝えたぐ しtバThank y ｏｕ” しか常葉が出てこなくて本当はもっと伝え

たいことがたくさんあるのに、とい う気持ちになヤベー｡。ﾘｿ ですらすらと英語をし ゃべっていろんな国の大と

もコミュニケーションをとる先生方の姿を見て。ぎこらない自分のコミュニケーションに対する力不足を感じ、

衿卜 英語を思うよ うにしやべれない自分に対して悔しさもあった。 もっと自分も英語をしやべれたらな、と思

っ糺 引き続き英語に触れて学習を続けていっかまたサモアヘ行ってお世話になった大たちに伝えたかった感

謝の思いを自分の口から伝えたい と思うし余裕や持った会話のやり取りに挑戦したいと感じた。

自分の知らない、考えたこともない世界が広がり異文化を学ぶことが本当に楽しかった。この実習に挑戦し

ていなかったらきっと得られなかったことがたく さんあったと思う。何かに勇気をもって本気で挑戦すること

で思いもよらない経験や知識を手に入れることができるということを学んだ。 私は失敗が怖いものだと思って

いが、二の実習で失敗しないとわからないことがたくさんあるということを知った。失敗を恐れてチャンスを

逃すのではなくて失敗をしてでも興味のあること気になることには挑戦していきたいと思った。（履修生D ）
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元留学生ヘンリー氏、ノアさん、アモさんからの

学びと彼らの現在

Senior Nurse Specialist

１ －～

’

陲

ｌ

＼

ぺ

兄 仭

Ｍ乙

ヘンリーさん(Henry　Taylor)

私たちはヘンリーさんにサバイイ島を案内してもらった

り、実習中にサモアの小学校や乳幼児のいる家庭へ連れて
行ってもらい予防接種の様子を見学させてもらうことがで

きました。さらにアイスクリームやココナッツジュース、
ウム料理をごちそうになったりして渡航した私たちに心温
かいたくさんのおもてなしをしてくれました。ヘンリーさ

んは交換留学生として本校へ来学していた経験や、琉球大
学大学院を卒業していることもあり以前に日本で生活をし
ていた経験も豊富でした。そのため日本の文化や医療、私

たち日本人の性格にも幅広い理解があり、ヘンリーさん自身日本語も少し話すことができた

ので、日本とサモアを絡めた話がたくさんできました。笑顔が素敵で優しくて心の広い方で
した。そんなヘンリーさんからの心温かいおもてなしや気遣いのもと、たくさんのことを経

験でき、学びを得ることができました。ヘンリーさんは現在日本で学んだことや今までつち
かってきた経験をサモアでの医療に生かし、サバイイ島のツアシビ病院で看護師として働い
ています。また、アメリカとの共同研究でリウマチ熱に関する研究も進めていてサモアの医
療の発展に携わりご活躍されています。

ノアさん(Saunoa) アモさん(Aperaamo)

ノアさん(Ｎｏａ)とアモさん(Ａｍｏ)はH27 年に

サモアから本学へ実習に来た留学生です。二人

とも忙しい中、時間をつくっていただいてマク

ドナルドでお昼を一緒に食べました。アモさん　ｉ

とノアさんは1年間のオリエンテーションプロ

グラム中で、病院で臨地実習をしていました。

ノアさんは私たちが渡航した時には既に赤ちや　、

んを産みお母さんとなっていました。

2人が本学へ来たとき2年生だった私たちは少

ししか交流を持つことができなかったのですが、

２人とも覚えていてくれて思い出話に花を咲か

すことができました。二人は受け入れ年に一一一緒

ｉ

Ｉ
ｒ

ｊ

Registered nurse

゛丶

⇔･丶

N Ｏ疸 Ａｍｏ

に実習をした先輩たちのことも元気かどうか、気にしていました。また、先輩たちのメッ

セージをとても喜んでいて、元気な姿を見ることができました。アモさんとノアさんはた
くさんのお土産を準備して笑顔で私たちを迎えてくれました。
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サモアの 看 護 師として 活 躍してい ます

NCN で の 思 い 出 、忘 れてい ませ ん。今 度 は 、私 たちが 待 ってい ます ！ ！

国際看護実習の開始以来、13年間で７回の受入をしてきました。その後のNUS 看護学科の留学生は今？！

宿舎で、男女を問わず仲良くな

りすぎた？ヘンリー君、琉球大学大

学院の学びを活かして今やサバイイ

島の地域看護のリーダー的存在です

(2005 : 平成17 年）↓

シ

↑「Hi!girls! 」が口癖でブラックザンダーと　↑

しまむら、すき家が大好きだったイサイア

さんは、今や子育てとお仕事の両立中！

今回も学生にたくさんのお土産とココナッツ

ジュースを持って宿に来てくれました。

(2011 : 平成23 年）

「俟は くお坊ちゃま》です！」という日本語を覚えさせ

られてしまっていたツイウリさん、サモアでは有名な

ー族のご出身でしたね。ギターがとても上手！でした。

今度は皆がサモアに来るのを楽しみにしています！

(2013: 平成25 年）

＊一緒に来学したマウアさんは今や世界の各地で《美の追求中》なので、

↑ラウ･サモアの美しい歌を何度も歌って

くれたエメレさん、電話を何度もくれて

サバイイ島から駆けつけたい！と言って

くれました。友人を介して学生にお土産

を届けてくださった気持ち忘れません。

(2013 : 平成25 年)

2009:平成21 年来学のセイラさんは、ポウタシのご実

家にいて、いつも近くを通るとお邪魔しています。

おとなしかった印象のツアさんは、とっても頼もしく

なって、そろそろゴールイン！？

今回は会えませんでした

帰国してからあっという間にお

母さんになっていたノアさん。

2015 年の報告書を渡したら、周

りの音がまったく聞こえていない

くらい集中して嬉しそうにず一一

一つと見てくれました。きっとあ

のときのNCN メンバーを、思い出

して会いたかったんだよね。

←(2015 : 平成27 年）

ヘンリー君には負けてない！↑来日年に異例の

「訪室禁止令」を出させた《伝説の男》「アモさん」

インターン･シップ中なのに何度も駆けつけてくれ

ました。また会いましよう！(2015: 平成27 年）

18

－　.-- ●igi●亠●;..I

’　　･･･　.

４ ５ 岬 皀jj
…

…

慨 陶

窰



７

縢

厂

レ

レ

し

鈴風祭 報告会

日時9 月10日（土）1回目　12:00から

2回目14:00 から
内容 国際看護実習で学んだことについての発表･サモアの品々展示

場所 中講義室1

19
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当日は約30 人の聴衆の中、発表を行いまし

た。一般の方々だけではなく、先生方や卒業

生で国際看護実習履修生の方々も来てくだ

さいました。内容は実習生各々が興味を持っ

たテーマ｢ 家族 計 画｣｢ 母乳｣｢ 訪 問看護｣｢ 予

防 接種｣ について発表しました。

家族計 画については、これのーつである避

妊方法としてサモアでは注射法、日本ではコ

ンドームのように選択される方法が異なるこ

とを発表しました。

母乳について、サモアでは国を挙げて母乳

育児を推進している活動があることを紹介し

ました。

訪問看護については、看護師が患者に行っ

ていること、そこで使われた資源について発

表しました。

予防接種について、サモアにおけるワクチ

ンの管理体制や予防接種の実施状況を日本

との比較とともに紹介しました。

来場者の方からは、｢とてもいい経験 になっ

たね｣ 、｢たくさんのことを学ん できたんです

ね｣ と声をかけていただきました。改めて、た

くさんの方に支えられ、実習を終えることがで

きたと感じました。



鈴風祭：国際看護実習報告会に来て下さった既卒実習生の皆さんからの感想

サモアの医療を実|県に現地で見た学生さんが感じた視点から、サモアの人々の暮らしや、そこに根付く医療と

日本の医療の違い、サモアの医療における今後の課題などを知ることができ、とても勉強になりました。

今後もこの実習を継続して頂きたく思うと同時に、卒業生や国際看護の道に進んだ先輩なども交えて、さらに

学びを深めたり、新たな発見を共有していけたらと思います。
(2013年度（受入年）履修生　伊東　有紗子

浜松医科大学大学院修士課程看護学部助産学分野助産師養成コース修了　2017 年４月～済生会宇都宮病院）

々け入れ年とは違い、－リモアとI］本の違いをより看護の隘点て見ていて、もっと知りたくなりました。短期間で現地

でしか知り得ないことをたくさん吸収してそれ､を発表できていて、とてもすごかったです。ありがとうござい ました。

(2015 年度（受入年）履修生　青木優果　2017 年４月～松代病院）

渡航前の ７月に行われた 眞語ブレゼンテー ション ーf演 会も見学させてもらいました。一生懸命なのと同時に緊

張した様子がとても伝わってきました、帰国後の鈴鳳祭ではラバラバ（現地の服）を装い、実習成 緊を堂々と 発

表してい る姿をみて、佃々の課題を達成してきたのだろ うと感じました。今回の実習では、みなさんはエセタ先

生（ﾉ）弔問と。lう役割 も果たしてきてくれました。まだ、領」或実IIりが始まりていない中で、国際実習にチャレンジ

してやり遂げたことは、これからの糧になると思い ま寸こ 束年度は受け入れ年になるので先輩 として応援して欲

しいなと思います 。

(2011 年度（受入年）履修生　 伊藤（|囗: ‾I疋井）佑季　本学発達看護学講座成人看護学分野）

ﾉ'ヽ 一心を決め、サモアでの学びを 発火Ｌていただくことで、 谿艇途ll 国ならではの課題について知ることがで

ｙ 臥 二/こ、特にfamily l 山llmillgにンJいては、私も国際 凧溥に｡で11いj 糾んだ課題であり｡ 男性 主体の避妊力卜liた

り前ではない 日木との違いに驚くとともに、家族計画がな性やこども健康や 貧困政策の]こで 重要であると改めて

感じました。
(2015 年度( 渡航年) 履修生　 西澤　 愛　 長野県立子 ども病院)

＊西津さんには、同じく履修した年の藤田ゆららさんとエセタ先生のメッセージを寄せに来学いただきました。

サモア実習の報告会を兒させて|頁いて、まず生徒の皆さんの生き生きとしたエネルギーの凄さに感動しました。

サモアでの実習が充実したものだったと､’lう事が皆さんの話をする表情でとてもよく分かりました。私は発表会

の次｡の日に行ったのですが、パワーポイントの説明もしっかりとして頂き、どんな実習をして何に困り、何に感

動したのかとても分かりやすかったです｡ 私もそうだ心たなあと行った||扣）事を思い出しながら報告会をみさせ

て頂きました。個人的には事前に少凵Ⅲ ）らせてj頁いた皆さんが事前に準備されていた||本の紹介の笵表が1づF

く出来たと旨うのを闘けて嬉しく思いました｡ 今回のこの貴重な実習が是非これからの皆さんの猷野を広げる第

･歩になったらと思います｡ 報告会付liにお疲れ様でした。
(2004 年度（渡航年）履修生　竹内めぐみ　長野市）

＊竹内さんには、渡航直前の《英語プレゼンテーション予演会》とその後の交流会にも参加いただきました。

＊ほかにも2004 年度（渡航年）履修生の坂口（旧:小澤）杏奈さん、藤岡好美さん、2013 年度（受入年）履修

生の宮澤江莉さんからは、来日年を中心に先輩としてご支援のお申し出をいただいてきました。いつも本当に

ありがとうございます。先輩方の思い、確かに伝わっています。

Ｓ Ｘ
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2016年７月12 日　実習での渡航前に「エセタ先生の功績に感謝する会」を開催しました

2016 年 ５月 ７日に、本学がサモアとの 交流協定に 基づき、教員や学生の交流事業が開始された当初から、両校

の絆の要であったサモア国立大学(NUS : National University  of Samoa) 応川科学部長のエセタ･ホープ先生が

闘病の末、 永眠されました

本務の学部長のみならず、サモアの看護界を リードされてきた 先生を喪失したサモアの衝撃は人きく、急逝の連

絡をすぐには儒じがたい 私たちも、検索すると次 々に出てくる新1川やネットのニュースに、その事実を受け入j1 ざ

るをえませんでした。 新旧カリキュラムの移行措 置で３年生と４年生の６ 名がサモアを訪ねた2014 乍度には、サ

バイイ島の網哨1戚宅をホームステイ先として、自家川亟で案内 ドさ 叭 そのまま学生と寝起きを共にしたり、何度

も差し入jｔを ドさった先/に 学生を傍に二印 縫 して|」本で党えた折 り紙を悳 翁して下さった先配 気さくで気取ら

ない、そしていつ も私たちに1り 瀘を､圀 ″しないエセ タ先生とｰ･ 緒に過ごせた時問は、あまりに も短い ものでした。そ

の実習でエセ タ先生は｛双 左の 交流からなる国際ｎ護実習の僞語版 の成 果報告､|｝を 発行しましょう」「近い将粂、

この実習を ＮＵＳ が|必定実習を しているカナ ダと日本ぴ」３国川での学生の学習機会に発展させましょうｊ とも語っ

てい ました｡ 翌年の2015 rlﾐ に本学に留学 したアモさんとノアさんが帰国 した後も、すぐに 「大学内で支援 金を獲

得するから今度は10 人位の学生を 日本に送りたいけれど、どうか？」ともちかけられ、それに対ｊ る`お 返事への

エセ タ先生からのお返 事を1鯔刮- る問 もなく、ＮＵＳの先生から 「エセ タ先生が体;凋を崩 した」とのご辿絡をいた

だき、案じていた ところでした。 すぐにお 見舞いのメールやフェイスブ ックへの､yFき込みをしましたが、【開封】

じ Ｃドさったことが確認できるのみでした。

ご遺族によれば、「1本訪問の直後はいつも決まって 「やせない とね！」［私は健康志向にするから小盛にして］

と言 うのが「|癖だったそうです、 そういえば、サモアでの飮」U!夕食会の ときも、「［|本はこ うなのよね？］r私は日

本語ができるのよ」 とわかる限りの日本語を駆使され、学生たちの緊張を懸 命に解きほぐそうとして下さっていま

した。 私がエセ タ先生の研究室をりJめて訪ねたとき、その笑顔にどんなに救われたかも鮮やかに思い出 しました｡

本学ＩＲＣ メンバー有志が企画した「エセ タ先生の功績に感謝す る会」には、学内教職員、その夏に渡航する実

習生４ 名のほかに 、既 卒の国際看護実習履修生も駆けつけ 参加しました。|!剱此年には現丿也でお もてなし ‾卜さり、

留学生の受 入年には選りすく哺 の学生２ 名を送ってドさり たエセタ先生、先生あっ てこその安企で実りある国際

化獲実習が続いてきたこと、その絆が今も続いていることに心から感謝を申し11 げたいと思い ます。 この実習の前

任者である1=11恂l顧 哘I:先生に よれば 「エセタ先生はき･つとまた天国でも私たちが快適に過ごせるようなフ アレ（サ

モアの伝統的な壁 のない家屋）を準備して待っていてドさるでしょう」とのこと。あ まりにも大きな存在を失った

私たちに希望が生まれるとても素敵なメッセージ！エセ タ先生、いつかお 会いできるまで、私たちは自分たちにで

きることを精一杯させてい ただきまうi　　　　　　　　　　　　　　　 （囚際看､塵実習　 科目担 当　宮越幸代）

参加した卒業生からのメッセージ

勤務の都合により、中途から参加させていただきました。私は受入年の履修生でしたが、改めて本学とNUS の

絆、エセタ先生の功績を知るきっかけとなりました。また２つの大学間の事業に多くの方々の関わりがあって、そ

の恩恵を受ける私たち卒業生が今も増えつつあることを実感しました。今後もできる形で支援をさせていただきた

いと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜健和会病院 宮澤奈津美(2009 年度卒業）＞

２ １
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エセタ・ホープ先生(前サモア国立大学看護学部長)を偬んで

本学が交流協定を結んでいるサモア国立大学の前看護学部長エセタ･ホープ先生が昨年5月ア日にご逝去されました。先生は、

サモアと本学との交流の基盤づく０にご尽力＜ださいました。本学においてもｱ 月12 日に学生､ 教職員が集ま０、エセタ先生への

感謝の会を行いました
Ｏ今回､
エセタ先生を偲びメッセージを寄せていただきました。謹んで先生のご冥福をお祈０申し上げま

すＯ

さようならエセタ先生

サモア国立大学(ＮＵＳ)応用科学部長エセタ・ホープ先生の5 月７日のご逝去から半

年にな０ますが、いまだに信じられない思い です。 ＮＵＳとの交流に携わった私たち

にとって、あま０にも大きな行在との早すぎる別れでした。 2001年の交流開始以来、

常に新しい知識や考え方に強い興味を持ち、目を輝かせて議論さ れました。2002 年

に始まった子どもの生活習慣に関する共同研究でも中心的な役割を果たし、国際看護　 卒業生も駆け付けた本学内での感謝の会

実習の本学学生も毎回暖かく気遣ってくださいました。

当初は若手の講師でしたが、能力と努力を買われて要職を歴任し、応用科学部長になってからも、“心は看護師だちと共口

をモットーに、事務局長としてサ=七戸看護帥協会の運営に尽くされました。常に與っ止直に発言し、それ以上のことを実現し

てこられました。 本学の大学院への留学の希望が本学の言語的障壁に隕まれ、お耳いに素晴らしい刺激を与え合う機会が失

われたのは何とも残念でしたが、よた会う機会は何度でもあると信じていました。実際、また一緒に座って仕事がしたいと書

一
　

匙

亅

丿

匚

卜

し

汀
Ｊ

ご

いてくださった先生が3 か月後に旅立たれるとは思いもよ０ませんでした。

エセタ先生、あなたの知性は最期まで病に負けなかったのですね。 先に旅立った

Jerry さんも支え続けてくれたのでしょう。今でもあなたの人懐っこい笑顔が瞼に浮か

びよ'は、ご家族や友人や同僚や仲間の看護師にも同じように微笑みかけておられるの

でしょう。

さようならエセタ先生、いつかまた会えるときまで。それまで､あなたが遺してくださっ

た人切なものを皆と一緒に守０育てます。　　 社会・経済学分野特任教授　 多賀谷 昭

Ｎｕｓ学長への献花・写真の寄贈

エセタ先生のご冥福をお祈りします

2001 年に大学間協定が結ばれ、サモアと日本の子どものライフスタイルの比較研究で、エセタ先生と一緒に仕事をさせて

頂きました。気さくで、温かく、仕事熱心で、新しいことに意欲的に取０組む素敵な方でした。

何度か日本に来られ本学との交流の要として尽力され、ＮＵＳの重要な地位に昇進され、これからという時に、とても残念

です。エセタ先生のご冥福を心からお祈りするとともに、ＮＵＳとＮＣＮとの交流が今後も進んでいくようにと願っていま寸。

小児看護学分野教授　 内田 雅代

追悼　Eseta Hope 先生

2005 年4 月。初めて訪れたサモアでの緊張感を一掃するような、とびきりの笑顔で迎えてくれた。大きな身体に南国の華

やかなプレタシを纏い、左耳にはプルメリア。「夜遊びする時には（独身者のように）右耳に挿すのよ」と悪戯っぽく笑った。

その後は互いにサモアと日本を行き来しつつ、何度も研究の話をした。駒ヶ根では大好きなソースカツ丼を頬張０、季節外

れの大雪に大喜びしてはしゃいでいた。

突然の訃報は簡単には受け容れ難いものであった。 程無くしてFulisia先生も旅立たれたとのこと。今ごろ天国で議論でも

しているのだろうか…と思いを募らせている。　　　　　　　　　　　　　　　　 地域・在宅看護学分野講師　御子柴 裕子

サモア国立大学と本学の絆であったＥｓｅtａ Ｈｏｐｅ学部長のへの感謝

本学はサモア国立大学(ＮＵＳ)看護学科との教員および学生間の交流事業を実施して

います。そのＮＵＳと本学の重要な架け橋であったEseta 日ｏｐｅ学部長が5月に永眠され

ました。本学はｱ月12 日に学内で先生への感謝の会を開催し､その後の国際看護実習(渡

航年)では先生のご遺影と献花をＮＵＳとご遺族にお届けしました。留学生の来日年には

明晰な学生を何代も送って下さ０、渡航年には公私の隔てなくおもてなしを下さった先

生。これから(よ豪華に飾られたご自宅のお庭でご家族を見守０つつ、互いの国を行き来

して学ぶ私たちを見守ってくださることでしょう。　 基礎看護学分野准教授　宮越 幸代
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サモアは自然が豊かで葉で繼んだ籠やマット、家などの建物にも植

物が多＜使われています。玄関付近にサンゴの欠片のようなものが敷

き詰められている家もあ０ました。私は、サモアの看護師が在宅看護

で海水を使っていたことが印象的でした。サモア大は、自然を生活な

ど様々な場面に用いる知識や技術を多く持っている大たちだと感じま

した。　　　　　　　　　　　　　 熊谷 里 奈さん（看護学部3年生）

初めは、この実習を乗０越えることができるのか不安な気持ちもあ

０ました。しかし、実習を終えた今、サモアで経験したことや出会っ

た人左ちとの思い出が強＜印象に残っていて、私の頑張る原動力と

なっています。また、現地の看護師さん達は私たちの質問に真剣に答

えてくださ０、沢山の学びを得ることが出来ました。

塚田 佳奈子さん（看護学部3年生）

サモアでの生活は見るもの聞＜もの全てが新鮮で、とても魅力的で

した。国際看護実習で学んだ多＜の事は私にとって大切な宝物です。

サモアの人々はとても親切で、手厚く私たちを歓迎してくださ０、先

旱や先生方がつ＜０上げてきたＮＵＳとＮＯＮの強い絆を感じる実習で

七あ０ました。支援してくださっだ皆様には感謝の気持ちで一杯です。

丸谷 由紀さん（看護学部３年生）

ｱ月31 日から8月抖日までの2週間、サモアで国際看護実習をして

きました。現地では２つの病院で実習をさせていただくことができま

した。途上国のサモアと先進国の日本人とで提供される医療の違いや、

それぞれの国における文化的背景の違いから、サモア大と日本人とで

抱える疾患や医療に対する価値観の違いを学ぶことができました。ま

た、それを受け入れて異文化に溶け込むことの難しさを経験すること

ができた実習とな０ました。このような学びや経験ができたのは、現

地や日本からの多くの支えがあったからだと思っています。あ０がと

うございました。この学びや経験を今後発信していけたらいいなと

思っています。　　　　　　　　　　 谷口 夏美さん（看護学部3年生）
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ＮＵＳと本学の大学間協定に基づく

学生交流に貢献したEseta 前学部

長との記念写真と献花をＮＵＳ学長

Le'apai　Tu'ua氏にお届けしまし

た。　　　　，

学内で英語プレゼン予演会をした

度胸があれば、本番だって大丈

夫！成果報告会をＮＵＳ学内のBig

Fale (サモアのTraditional

house) で行ったのは初めて。

2015 年来学のＮｏａさんは「お母

さん」になっていました。現地で

お渡しした実習報告書をじいっと

見入って懐かしんでくださいまし

た。お土産もいただきまして、あ

りがとうございました。

2016kokusai

Eseta Hope 前学部長のご遺族宅

を訪問し、墓前に有志による花額

と教職員・在校生・卒業生からの

メッセージなどをお供えし、思い

出を語り合いました。

成果報告会が終わっての交流。

世界中のどこでも看護学生は忙し

い！もう少し一緒に過ごせる時間

がほしかったね。「まだ帰りたく

ない」というＮＣＮ学生、今度は

ホームステイに挑戦してみては ？

新学部長［自称］ames Dean)

は琉球大学大学院で学んだ経験が

あり、日本語でのご挨拶を披露。

帰国直前の昼食会へのご招待をい

ただきました。

現地で、ﾌ月には前々学部長の

Fulisia Aiavao先生が旅立たれた

ことを知り、お花を持って墓参致

しました。実習の宿舎近くにお休

みの先生、これからもお邪魔致し

ます。

今年はサモアでＮＣＮが初めて挑

戦することが多かった、やるべき

こともきちんとこなしたし、やり

たいことも残らずやった、ね。サ

モア文化体験村では大人気のGirls

でした。

送迎はいつも夜間にもかかわら

ず、遠方の空港までＮＵＳの先生

方、学生の皆さんが来てください

ます。また行かなくちや！です

よ。その前に 来年はまた素敵な

ＮＵＳ留学生の来日をお待ちしてい

ます。

長 野 県 看 護 大 学

〒399-4117  I･
こ
野 県 駒 ヶ 根 市 赤 穂1694　TEL:0265-81-5100( 代 表) ＦＡＸ:0265-81-1256

This infor ｍａtion is provided in ]apanese ｏｎｌy. Ｃｏｐyright( Ｃ) Ｎａｇａｎｏ College of Nursing,AH  rights  reserved
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キャンパスライフ≫ 年間行事の様子

トップページ ≫ キャンパスライフ ≫年間行事の様子

恥 長野県看護大学　　　　　　2016/7/31-8/14

｢平成28年度国際看護実習｣

到着してすぐに準備したのは､ サモ

アの正装。花飾りも「未婚なら右？

左 ？」

10時から16時まで全く休憩もな<、地

方病院の看護師は医療器材を持っ

て訪問看護に廻ります。

日 曜 礼 拝 の 朝 は､2005 年 来 学 の

Ｈｅｎr･ｙ君の お 迎 えで始 まりました 。

白ＨＯＭ［ ぬ 弓|台|い･冖Ｊｐ ｇy リ セス Ｓ リイトらり

G) いSI` j

2015 年度に来学したＡｍｏさん。

｢髪切ってから行くから待ってて！｣

と予定の2時 間遅れで再会。lt' ｓ

the Samoan Time,

毎 回お 世話 に なるLima 看 護 師 長さ

ん､ 遅 い 昼 食 後 、すぐ にカンファレン

スで 学生 のフィードバックや 質 問 に

長 時 間対 応 下さい ました 。

ぷJ三で不丁匸ノT……ぐ二弓]ﾌ…゚…

Ｗ　　 －

Ｊ
ｆ
ｈ

ｈ

Tuasivi病院では､ 看護研究の発

表､米国との共同研究など先進的

な取り組みが進んでいました。
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本学では､協定校であるサモア国立 怎

大学と国際看護実習を実施していま

冖i

す。

翌日からすぐに地方に移動。海を

見渡す素晴らしい景色の宿舎を確

保いただきました。

週末にかけてSavaii島に移動。自

給自足の島で「今夜のカメ捕つたど

ー！」の瞬間。
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前日、UMU 料 理を振る舞ってくださ

った親子 の看護師 一助産 師さん。ラン

チ懇親会で学 生が申し入 れておいた

目的に沿った内容を提 供< ださいま

した。



サモア国立大学と長野県看護大学の大学間交流協定による「学生交換留学事業」

学生短期交換留学 厂国際看護実習」の概要

１。 実施の経緯

y卯夕聨 俘ら蛍 釼 牟ｼ

2001 ＼ 障膕勹丿勾

戸万汀 β

2∂何 か 律城‘召辛ｿ

8 M 12β～Ｊ β

2014  ＼ (＼ど浦万 年ﾉ

2017  p  (＼f&リタ摩り

平成２９年３月

長野県看護大学　基礎看護学講座　科目担当　宮越幸代

長野県看護大学Anne  Davis  Mが（現在，名誉教授）が友人を訪ね，南大洋州サ

モア独立国に学生有志とともに渡航．学生たちが医師不足の中で人々の健康を支え

るサモアの看護師の活躍ぶりを見て，看護職の可能性の大きさを知る．また，同時

に訪ねたサモア国立大学でも，日本との交流を期待するタイミングであった．

両校閲の相互協力協定に基づき，双方の学長が「サモア国立大学と長野県看護大学

の学生交流事業に関する合意覚書」を交換する．

初回の学生短期交換留学「国際看護実習」（4 年次・総合実習科目）として，サモ

ア国に本学より３名の学生が渡航し,２週間の実習を行う．その後，隔年度ごとに双

方の大学に短期留学する形で継続中（偶数年は渡航し，奇数年は留学生を受けÅれ

る）である．

新カリキュラムへの移行に伴い，学部３学年次・編入２学年次の選択科目となる.
一 一

編入制度廃止に伴い，学部３年次のみの選択科目となる．

２． 実習目 標と内容

実習期間：留学先現地での２週間（90 時間・２単位）を原則とする．

サ モ ア渡航年

(偶 数年)

本学より毎回但龜

以内の学生が留学

開発途上国の暮らしと保健医療の現状を理解するとともに，サモア国立大学の学生との共

同学習や現地看護者との協働を通して，サモアと日本の看護や保健医療の違いを対比し考察

することで，双方の看護の特徴や看護の原則の普遍性を理解し，異文化的背景を持つ対象へ

の看護や看護の国際的協働の基本となる力を養う．

内容の例：

サモア国立大学病院，地域保健サービス局の視察，地域病院，地域の看護師が運営する病院

での実習および訪問看護実習、小学校等で看護職が担当する学校保健業務の視察および一部

参加，双方の文化交流会，大学の授業視察および一部行事への参加，実習成果報告会　など

本 学 受 入年

( 奇 数 年)

サモア国立大学より

毎回男女各１名の

合計２名が留学

サモア国立大学の学生と共同で日本の対象者を受け持ち，情報収集と問題点の抽出，ケア

の実践を共同で行い，互いが持つ文化や社会的背景が対象理解や看護実践にもたらす影響を

比較 一考察する，さらに異文化的背景を持つ学生が異なる文化の国に滞在する際の対応を通

して，彼らのニーズを理解すると同時に，自国の特徴的な文化・習慣に対する理解と表現力

を高める．

内容の例：

長野県内外の医療施設の視察（例：長野県立こども病院，松本協立病院，昭和伊南総合病

院など），老人保健施設での利用者受け持ち実習（看護問題の抽出まで），乳児検診，母親教室，

国際協力機構JlcA 駒ヶ根青年海外協力隊訓練所，高齢者デイケアセンターなどの視察・懇

談会、大学の授業視察および-･部行事への参加，実習成果報告会，留学生のホームステイなど

*これまでの実績を総合的に整理したものであり，実際には年度ごとに学生の要請等に沿って内容を決定している．

３． 実績:2004 年度の開始以来，2016 年度で13 年の実績を重ねる．

実習生数：合計57 名

内訳；来学したNUS 留学生12 名, NUS 留学生を受け入れた本学学生16.名,渡航した本学学生27 名

実習生が著した資料:実習で学んだ内容や成果について,2005 年度は双方の学生が国際学会で共同発表した.

2005 年度と2010 年度には，本学学生が実習の内容や成果を本学紀要に執筆した（下記1 ）2）参照）.

1） 小澤杏奈,藤岡好美,結城美穂,田代麻里江：海外実習において看護学生が学んだサモアの文化と看護の特徴

〈資料〉，長野県看護大学紀要第７巻, 2005年４月.

2） 菊池郁希,竹村麻紀,宮澤奈津美,宮越幸代：サモア国立大学留学生を迎えての2009 年度国際看護実習一

学生の視点で考えた実習の成果－〈資料〉，長野県看護大学紀要第13 巻.2011年３月．

実習報告書：従来，「学報」での報告を続けてきたが, 2014 年度より本実習の報告書を作成・学外実習先，

みらい基金運営委員，学内外の実習関係者，既卒の本実習履修生，有志に配布している．

（当該年度の３月に70 部程度を作成）

2７
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「長野県看護大学とサモア国立大学との相互協力に関する･協定書」に基づ く

2016  (平成28 ）年度「学生交流事業」および「国際看護実習」は、

本学のみらい基金およびサモア国立大学学生委員会

による支援のもとに実施されました。

実施にあたり、準備から終了まで広くご理解とお力添えをい ただきました

学内ﾀﾄ の皆様に心より感謝申 し上げます。

長野県看護大学とサモア国立大学との

相互協力に関する協定書に基づく

2016  C平 成２８）年度

「学生交流事業」および「国際看護実習」

報告書

長野県看護大学　基礎看護学講座　開原看護実習

発行：「国際看護実習」科目担当　宮越才代　田村かおり

発行日:2017  (平成29 匚乍　３月31 日

引用・転載を希望される場合は、お手数ですがご一報ください。

miｙako8hi‘sachiｙｏ＠ｎａｇａｎｏ-ｎｕｒｓ.acjp

〒399-4117 長野県駒ヶ根市1694 番地

長野県看護大学

電話（代）0265･81-5100
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